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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：サステナブルツーリズム推進事業（継続） 
 
事 業 期 間：令和５年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

沖縄独自の歴史や文化、地域資源を利活用した観光を推進するとともに、自然
環境の保全、地域の文化・生活環境を尊重し、旅行者と地域住民が沖縄観光ブラ
ンドの価値を共有する持続可能で質の高い観光に取り組む。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

サ ス テ ナ

ブ ル ツ ー

リ ズ ム 推

進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28,406 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  サステナブル

ツーリズム推進

事業 

・サステナブルツ

ーリズムの実態把

握と事例収集を行

い、有識者会議で

沖縄県版サステナ

ブルツーリズムに

関する課題整理や

あり方の方向性に

ついて検討し、議

論を図る。 

・県内のサステナ

ブルツーリズム取

組支援のため、補

助金事業を実施す

る。 

・沖縄版サステナ

ブルツーリズムの

普及啓発のため、

取組事例紹介やセ

ミナー等の開催を

行う。 

 

20,172 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  サステナブル

ツーリズム推進

事業 

・サステナブルツ

ーリズムの実態把

握と事例収集を行

い、有識者会議で

沖縄県版サステナ

ブルツーリズムに

関する課題整理や

あり方の方向性に

ついて検討し、議

論を図った。 

・県内のサステナ

ブルツーリズム取

組支援のため、補

助金事業を実施し

た。 

・沖縄版サステナ

ブルツーリズムの

普及啓発のため、

説 明 会 を 開 催 し

た。 

 

最終予算額 

28,406 

執行率 

71.0％ 

不用額 

8,234 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ サステナブルツーリズム推進事業 
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効果： 沖縄県版サステナブルツーリズムのあり方を検討するため、県内の実
態把握と事例収集を行いし、有識者会議を開催し、沖縄県版サステナブ
ルツーリズムに関する課題整理やあり方の方向性について協議した。 
また、県内サステナブルツーリズムの取組を支援するため、事業概要

や補助金制度に関する説明会を開催し、補助金事業にて県内取組を支援
する等、サステナブルツーリズムの取組推進を図った。 

課題： 観光諸課題の解決や沖縄版サステナブルツーリズムを着実に実行する
ため、行政に加え、県内各主体（旅行者・事業者・県民）と協働し、具
体的な取組を推進する体制構築が必要である。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：おきなわユニバーサルツーリズム推進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 30 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

沖縄を訪れる高齢者、障がい者等の受入体制の充実を図るため、観光事業者向
けセミナーの開催や、観光誘客に向け、バリアフリー観光地としての認知度を高
める。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

おきなわ

ユニバー

サルツー

リズム推

進事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21,451 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ おきなわユニ 

バーサルツーリ 

ズム推進事業 

・ 全 て の 観 光 客

が、沖縄を楽しめ

るようにきめ細か

な受入体制の強化

を図るとともに、

本県のユニバーサ

ルツーリズムに関

する情報の発信を

行うことで、観光

誘客を促進する。 

 

 

 

21,317 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ おきなわユニ 

バーサルツーリ 

ズム推進事業 

・観光関連事業者

を対象としたセミ

ナー及びアドバイ

ザー派遣を 10 回

実施した。 

・ユニバーサルツ

ー リ ズ ム の Ｐ Ｒ

（展示会出展、ポ

ータルサイトによ

る情報発信等）を

実施した。 

 

 

☆ 

最終予算額 

21,451 

執行率 

99.4％ 

不用額 

134 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ おきなわユニバーサルツーリズム推進事業 
効果： 観光関連事業者を対象としたセミナー開催やアドバイザー派遣を実施

するとともに、沖縄ユニバーサルツーリズムに関する情報発信等を行っ
た。オンライン開催及びアーカイブ配信とすることで、参加する観光事
業者の実質的な負担を減らし、多くの事業者の受入環境整備に寄与し
た。 

課題： ユニバーサルツーリズムの対象者は今後も増加が見込まれることか
ら、引き続き、観光関連事業者の受入体制強化を図る。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：沖縄観光グローバル事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

   国際観光地沖縄の基礎的需要の創出を図るため、航空路線の誘致・拡充と連
動し、ターゲットとする海外の各市場において戦略的なプロモーション等を展
開する。 

 
２ 事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

沖 縄 観 光

グ ロ ー バ

ル事業 

550,134 

 

 

 

 

 

 

 

448,366 

 

 

 

 

 

 

 

 

17,328 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄観光グロ

ーバル事業 

・国際航空路線の

副便、誘致及び拡

充、各市場の特性

に応じた戦略的な

誘客活動や沖縄観

光情報の発信等。 

 

２ 海外事務所観

光誘致機能強化

事業 

・重点市場及び戦

略開拓市場の最前

線で活動する沖縄

県海外事務所の観

光誘客活動の強

化、各種施策展開

の情報収集、プロ

モーション等。 

531,999 

 

 

 

 

 

 

 

431,209 

 

 

 

 

 

 

 

 

16,309 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 沖縄観光グロ

ーバル事業 

・航空会社の就航

支援のほか、市場

別誘客プロモーシ

ョンを 11 箇所の

地域で実施した。 

 

 

２ 海外事務所観

光誘致機能強化

事業 

・海外事務所設置

の台北、ソウル、

北京、上海、香港

及びシンガポール

で、地実情に応じ

た弾力的な観光誘

客プロモーション

を実施した。 

☆ 

最終予算額 

550,184 

執行率 

96.7％ 

不用額 

18,185 

 

最終予算額 

449,385 

不用額 

18,176 

 

 

 

 

 

最終予算額 

16,309 

不用額 

0 
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57,951 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19,200 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7,289 

 

 

 

 

３  沖縄観光ブラ

ンド戦略推進事

業  

・海外のオンライ

ン媒体による発信

や広告配信等   

 

 

 

 

 

４  海外富裕層向

けプロモーショ

ン事業  

・民間事業者が実

施する沖縄のソフ

トパワー（歴史、

自然、文化等）を

活用した観光コン

テンツ開発の支援  

 

５  事務費  

・旅費、会計年度

任用職員に係る報

酬及び職員手当等  

57,951 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19,200 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7,330 

 

 

 

 

 

３  沖縄観光ブラ

ンド戦略推進事

業  

・沖縄観光ブラン

ドのビジュアルイ

メージ（映像・グ

ラフィック）の制

作のほか、沖縄ブ

ランド認知度調査

を実施した。  

 

４  海外富裕層向

けプロモーショ

ン事業  

・民間事業者や地

域観光協会等が実

施する付加価値の

高い観光コンテン

ツ開発に 11 件支援

した。  

 

５  事務費  

・旅費、会計年度

任用職員に係る報

酬及び職員手当等  

最終予算額  

57,951 

不用額  

0 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

19,200 

不用額  

0 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

7,339 

不用額  

9 

 

３  事業の効果 /課題  

⑴  沖縄観光グローバル事業  
効果：  本事業による航空会社の就航支援及び市場別誘客プロモーションに

より、令和６年度末時点における那覇空港国際航空路線の運航状況
は、令和５年度末時点の９路線（台北、高雄、ソウル、釜山、香港、
北京、上海、シンガポール及びクアラルンプール）、 17 社運航から、
13 路線（台北、高雄、台中、ソウル、ソウル（下地島）、釜山、仁
川、香港、北京、上海、福州、シンガポール及びクアラルンプー
ル）、 22 社運航まで増加した。また、令和６年度の外国人観光客数は
229 万 1,500 人であり、令和５年度の 126 万 3500 人から 102 万 8,000 人
増加した。  

課題：  国際航空路線数については、新型コロナウイルス感染拡大前の 15 路
線までいまだ回復の途上であり、引き続き関係機関と連携して、同水
準の路線回復に取り組む必要がある。また、外国人入域観光客の沖縄
観光需要を喚起し取り込みを図るため、各市場で戦略的な観光プロモ
ーションを実施し、国内外の国際空港からの経由便を活用した欧米等
の長期滞在型リゾート需要の獲得や観光客の滞在日数の延伸に向けた
取組を行う必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：国内需要安定化事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

国内観光客の安定的かつ継続的な確保に向け、戦略的な観光プロモーション活動の
実施により、沖縄観光需要の新規創出と沖縄観光経験者層のリピーター化促進に取り
組む。 

 
２ 事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

国内需要

安定化事

業 

276,384 

 

 

 

 

 

 

 

182,219 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 国内需要安定

化事業委託業務 

・Ｗｅｂサイトや

ＳＮＳ等の各メデ

ィアを活用したメ

ディアプロモーシ

ョンを実施する。 

・航空会社や空港

等とのタイアップ

プロモーションを

実施する。 

・沖縄観光関連の

テレビ番組等メデ

ィア招へいを実施

する。 

・沖縄関連イベン

トでイベントプロ

モーションを実施

する。 

・沖縄観光の情報

271,025 

 

 

 

 

 

 

 

181,696 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  国内需要安定

化事業委託業務 

・観光情報サイト

「おきなわ物語」

等を活用したメデ

ィアプロモーショ

ンを実施した。 

・就航地を中心と

した航空会社や空

港等とのタイアッ

ププロモーション

を実施した。 

・地方路線就航地

のメディアを招へ

いし、当該メディ

アが沖縄の観光地

やコンテンツ等を

取材、各就航地域

でテレビ番組を制

作、配信した。 

☆ 

最終予算額  

276,707 

執行率 

97.9％ 

不用額 

5,682 

 

最終予算額  

182,219 

不用額 

523 
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62,500 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,500 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発信のための販促

ツールを作成す

る。  

・奄美・沖縄世界

自然遺産を活用し

たプロモーション

を実施する。  

・効果的な情報発

信のためにＷｅｂ

更新・強化を実施

する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  沖縄観光ブラ

ンド戦略推進事

業委託業務  

・沖縄観光ブラン

ド「Ｂｅ．Ｏｋｉ

ｎａｗａ」を活用

した国内向け沖縄

観光ブランディン

グの映像制作及び

広告配信を実施す

る。  

 

３  国内・海外富

裕層向けプロモ

ーション事業委

託業務（国内実

施分）  

・国内富裕層市場

における沖縄の認

知度向上と誘客に

つなげるための観

光プロモーション

を実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62,500 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,500 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県外で開催され

た沖縄関連イベン

トでイベントプロ

モーションを実施

した。  

・沖縄観光の情報

発信のための販促

ツールとして観光

総合ガイドブック

等を作成した。  

・奄美・沖縄世界

自然遺産を活用し

たプロモーション

を実施した。  

・旬の観光トピッ

クを活用した情報

発信を行うため、

「おきなわ物語」

の随時更新・記事

発信を実施した。  

 

２  沖縄観光ブラ

ンド戦略推進事

業委託業務  

・国内向け沖縄観

光ブランディング

の映像制作及び広

告 配 信 を 実 施 し

た。  

 

 

 

 

３  国内・海外富

裕層向けプロモ

ーション事業委

託業務（国内実

施分）  

・国内富裕層市場

向け観光プロモー

シ ョ ン を 実 施 し

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

62,500 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

12,500 
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15,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,165 

４  CRM 調査事業

委託業務  

・国内の沖縄リピ

ーターの獲得と新

規顧客の開拓を最

も効率的かつ効果

的に行える CRM

（ Customer 

Relationship 

Management）開発

に向けた調査を実

施する。  

 

５  事務費  

・報酬、職員手当

等、旅費  

10,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,329 

４  CRM 調査事業

委託業務  

・オンライン調査

を通じて、沖縄の

競合分析、観光資

源の評価、訪問者

の指向と需要の調

査等の CRM 開発調

査を実施した。  

 

 

 

 

５  事務費  

・報酬、職員手当

等、旅費  

・令和６年度会計

年度任用職員の給

与改定により、報

酬及び職員手当等

を事業間流用によ

り増額した。  

 

 

最終予算額  

15,000 

不用額  

5,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

4,488 

不用額  

159 

 
 
３  事業の効果 /課題  

  ⑴  国内需要安定化事業  
効果：  国内観光客の安定的かつ継続的な確保に向け、メディアの活用・招

聘、航空会社・空港・旅行会社等との連携、県外イベント出展等、多角
的かつ戦略的な観光プロモーション活動の実施により、沖縄観光需要の
新規創出と沖縄観光経験者層のリピーター化促進に取り組んだ。令和６
年度の国内観光客数は、航空会社による増便・臨時便・季節運航等の実
績が好調に推移したことなどから、合計で 766 万 1200 人となった。こ
れまでで最多だった令和５年度から 39 万 2100 人増となり、過去最多と
なった。  

課題：  沖縄観光需要の新規創出と沖縄観光経験者層のリピーター化促進のた
め、海やビーチリゾート等の従来のイメージから脱却し、国内他地域と
差別化できる沖縄の独自性や希少性の PR を強化する必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：観光２次交通利用促進事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容    

繁忙期において、観光客の観光２次交通の利用促進を図るため、市町村や観光
事業者等が行う２次交通の確保に要する経費に対し、財政支援を実施する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

観 光 ２ 次

交 通 利 用

促進事業  

18,105 １  観光２次交通

利用促進事業  

・繁忙期において

市町村、旅行事業

者、交通事業者等

が行う観光２次交

通の確保（観光施

設や観光地域を結

ぶバス等の運行）

に対し、財政支援

（補助金）を実施

する。  

17,345 

 

 

 

 

 

 

１  観光２次交通

利用促進事業  

・繁忙期において

以下のバス運行に

対する財政支援を  

実施した。  

①那覇空港（国際

通り経由）～北谷

ゲートウェイ  

②北谷ゲートウェ

イ～北部リゾート

エリア  

③県議会前～瀬長

島ウミカジテラス

・首里城・アメリ

カンビレッジ）  

 

 

最終予算額  

18,105 

執行率  

95.8％  

不用額  

760 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 観光２次交通利用促進事業  
効果：  補助事業を通じて、 7,051 人の観光客がバスを使って観光地を訪れる

ことができ、公共交通の利用促進につながった。また、本事業実施によ
り、民間バスの路線化につながった。（那覇空港（国際通り）～北谷ゲ
ートウェイ）  

課題：  バス路線の定着（認知）には時間を要すること、利用客への旅マエ周
知強化、通年を通した利用需要の見極めが必要である。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：戦略的クルーズ観光推進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

クルーズ船の誘致及び受入体制の強化を図る。 
 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

戦 略 的 ク

ル ー ズ 観

光 推 進 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50,554 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 戦略的クルー 

ズ観光推進事業 

・展示会への出

展、プロモーショ

ン、クルーズ船社

等への誘致活動、

地域の受入体制強

化等。 

 

 

50,214 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 戦略的クルー 

ズ観光推進事業 

・展示会出展、プ

ロモーション、ク

ルーズ船社等への

誘致活動、地域の

受入体制強化等を

通して、付加価値

の高いクルーズの

寄港促進、小規模

離島周遊・発着ク

ルーズの誘致を行

った。 

 

☆ 

最終予算額 

50,554 

執行率 

99.3％ 

不用額 

340 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 戦略的クルーズ観光推進事業 
効果： 日本における外国籍による国際クルーズ船の受入が本格的に再開さ

れたことを受け、クルーズ船の沖縄寄港は順調に回復していることか
ら、地域経済への波及効果が高まっている。 
参考 令和６年（暦年）寄港実績 387 回、海路客数 74 万 2,400 人 

課題： クルーズ下船時に乗客・乗員のバス、タクシー待ちで行列ができる
など、二次交通が課題となっている。また、クルーズ船の寄港が那覇
港に集中し、大型船の同時寄港もあるため、寄港地の分散化が必要で
ある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：Ｂｅ．Ｏｋｉｎａｗａ多言語コンタクトセンター運営事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

外国人観光客が安全安心に沖縄旅行ができる環境をサポートするため、観光案
内所と連携し、多言語対応による観光情報の提供、通訳サービス及び台風災害時
の情報発信等を実施する。（多言語コンタクトセンター運営に係る経費）  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

Ｂｅ．Ｏ

ｋｉｎａ

ｗａ多言

語コンタ

クトセン

ター運営

事業  

45,365 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  Ｂｅ．Ｏｋｉ

ｎａｗａ多言語

コンタクトセン

ター運営事業  

・チャットボット

を活用し、台風や

災害時に、来沖中

の外国人観光客に

向け、注意喚起や

避難情報をリアル

タイムに発信する

機能を運用する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・観光案内所の観

光情報と観光２次

交通情報と連携し

た観光情報プラッ

トフォームを構築

する。  

 

 

45,365 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  Ｂｅ．Ｏｋｉ

ｎａｗａ多言語

コンタクトセン

ター運営事業   

・チャットボット

を活用し、台風や

災害時に、来沖中

の外国人観光客に

向け、注意喚起や

避難情報をリアル

タイムに発信する

機 能 を 運 用 し て

140 回発信した。  

また、沖縄県内の

台風や天災、感染

症等を想定し、受

託事業者が在宅で

災害情報を入手で

きる体制を構築し

た  

・毎月の定例会で

情報共有を図り、

観光案内所の観光

情報と観光２次交

通情報と連携した

観光情報プラット

フォームを構築し

た。  

☆  

最終予算額  

45,365 

執行率  

100％  
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・多言語コンタク

トセンターの利用

促進に向け、広報

用のチラシとカー

ドを作成し、観光

案内所へ設置する

とともに観光業界

へ配布する。 

・ 本 事 業 に つ い

て、県ホームペー

ジやＳＮＳ等を通

じた周知活動に加

えて、観光団体と

の会議等で紹介を

行う。 

 

 

・多言語コンタク

トセンターの利用

促進に向け、広報

用のチラシとカー

ドを作成し、観光

案内所へ設置する

とともに観光業界

へ配布した。 

・ 本 事 業 に つ い

て、県ホームペー

ジやＳＮＳ等を通

じた周知活動に加

えて、観光団体と

の会議等で紹介を

行った。 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ Ｂｅ．Ｏｋｉｎａｗａ多言語コンタクトセンター運営事業 
効果： 外国人観光客が安全安心に沖縄旅行ができる環境をサポートするた

め、観光情報の提供、県内事業者との通訳や台風災害時の情報発信を行
い、外国人観光客の満足度向上を図った。センター利用満足度は電話・
メールアンケートで 96.0％であり、成果目標 80％以上を達成すること
ができた。 

課題： 同センターにおいては、人材確保が課題となっており、チャットボッ
ト機能の対話ログを増やすとともに、自動応答機能の精度向上を図り、
業務の省人化につなげていく。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  

重点施策事業名：カップルアニバーサリーツーリズム事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 28 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

カップルアニバーサリー（プロポーズ、リゾートウエディング、ハネムーン
及びバウリニューアル）を沖縄観光ブランドの一つと位置づけ、国内外に向け
たプロモーション等を実施し、挙式組数の増加、観光消費額の向上を図る。  
 

２ 事業の実績  
（単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

カ ッ プ ル
ア ニ バ ー
サ リ ー ツ
ー リ ズ ム
事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33,773 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  カップルアニ

バーサリーツー

リズム事業  

・沖縄カップルア

ニバーサリーブラ

ンディングイメー

ジの発信  

 

 

 

 

・国内外に向けた

誘客プロモーショ

ンの実施  

 

 

 

 

 

・受入体制強化に

向けた取組の実施  

 

 

 

 

 

 

33,647 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  カップルアニ

バーサリーツー

リズム事業  

・プロポーズ、リ

ゾートウエディン

グ、ハネムーン及

びバウリニューア

ルのブランドイメ

ージ（静止画）の  

制作及び発信を行

った。  

・国内２か所（東

京、大阪）でウェ

ディングフェアを

開催した。  

・海外２か所（台

湾、香港）で同フ

ェアの開催及び出

展を実施した。  

・受入体制強化及

び商品造成を促進

するための連絡会

並びに受入事業者

のスキルアップを

目的とした研修等

を本島、宮古及び

八重山で実施し

た。  

☆  

最終予算額  

33,773 

執行率  

99.6％  

不用額  

126 
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３  事業の効果 /課題  
⑴   カップルアニバーサリーツーリズム事業 
効果： 沖縄でカップルアニバーサリーを実施することを推進し、観光消費

額の向上を図るとともに、カップルアニバーサリー前後の観光による
滞在日数の延伸を図る取組を行ったが、令和６年（暦年）は新型コロ
ナウイルスからの反動増（コロナ期の待機組による需要）が一服した
ことや、物価高騰の影響もあり、国内組数の反落がみられた。 

課題：  国内市場において、少子化や経済的な理由から挙式や披露宴をしな
い層、結婚式に意味を見出せない「ナシ婚」層が一定程度いることか
ら、リゾートウエディングだけでなく、カップルアニバーサリーに特
化したブランディング強化を実施し、沖縄がカップルで訪れる特別な
場所としてのイメージ定着を図るとともに、観光地としての質の向上
を図っていく必要がある。また、物価高騰の影響から、国内市場にお
いては、沖縄以外の他県におけるウエディングの需要が高まっている。
そのため、円安の影響を受け、来県しやすい海外市場において、観光
プロモーションを強化する。 
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基  本  項 目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項 目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：教育旅行推進強化事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
 １  事業の目的・内容 

国内修学旅行市場の変化に対応し、国内修学旅行を安定的に確保するための事
業を実施するとともに、海外からの修学旅行誘致を図るための取組を実施する。  

 
２  事業の実績 

                               （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令 和  ６ 年  度   

備 考  計  画  実  績  

当 初 

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

教 育 旅 行

推 進 強 化

事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

95,345 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育旅行推進 

強化事業  

 

⑴沖縄修学旅行プ

ロモーション  

 ・沖縄修学旅行の

魅力、学習効果等

の情報発信。  

 

 

 

 

 

⑵事前・事後学習

支援  

・沖縄への修学旅

行実施校の要望に

応じ、事前・事後

学習支援を実施す

る。  

 

 

 

⑶修学旅行模擬体

験提供  

・沖縄修学旅行未

実施の学校に対し

沖縄修学旅行の模

擬体験を提供する  

 

⑷沖縄修学旅行商

品造成支援  

・商品造成の支援

及びビジネスマッ

チングの提供  

94,129 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育旅行推進 

強化事業  

 

⑴沖縄修学旅行プ

ロモーション  

・修学旅行相談会

等を開催した（東

京、兵庫等で計７

回）。  

・修学旅行関係者

向けモニターツア

ーを実施した（計

２回）。  

⑵事前・事後学習

支援  

・沖縄への修学旅

行を実施する学校

のうち、事前・事

後学習の支援を希

望 す る 学 校 に 対

し、アドバイザー

派遣等を実施した

（126 件）。  

⑶修学旅行模擬体

験提供  

・沖縄修学旅行未

実施校に対しモニ

ターツアーを実施

した（８件、参加

人数：21 人）。  

⑷沖縄修学旅行商

品造成支援  

・県外教育旅行関

係者が求めている

SDGs 等の探究学習

☆  
最終予算額  
95,345 

執行率  

98.7％  

不用額  

1,216 
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⑸沖縄修学旅行推

進協議会の開催 

・沖縄修学旅行の

誘致促進に向けた

効果的なプロモー

ションと受入体制

の整備に向けて、

関係者が課題の共

有と解決策を協議

す る 場 を 提 供 す

る。 

 

⑹海外教育旅行誘

致活動 

・海外向けプロモ

ーションやセミナ

ー等の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムに関す

る勉強会を開催し

た。 

⑸沖縄修学旅行推

進協議会の開催 

・協議会及び５つ

の分科会（宿泊機

能、商品造成 PR、

教育旅行民泊、平

和 学 習 、 輸 送 機

能）において、課

題等の共有及び協

議を実施した（協

議会１回、各分科

会２～３回）。 

⑹海外教育旅行誘

致活動 

・相談会への参加

や教育関係機関の

訪 問 を 実 施 し た

（計２回）。 

・台湾教育旅行関

係者及び教育関係

社向け招へい事業

を２件実施した。  

 

 
 
 
３  事業の効果/課題 
⑴    教育旅行推進強化事業 
効果： 少子化の進行による児童・生徒数の減少や、新幹線の新規開業による

国内他地域との競合、物価高騰等による外部環境が厳しさを増す中、プ
ロモーションや課題解決等に対する取組を継続することが沖縄修学旅行
の安定的かつ長期的な需要確保に効果があると思料される。 

課題： 沖縄への修学旅行の実施が４月から６月、10 月から 12 月にかけて集
中することから、閑散期への誘導を行う必要がある。例年修学旅行を実
施していない時期への変更を検討してもらうため、教員向けのモニター
ツアーの実施や、海外や国内他地域からの方面変更需要に対応し、新規
需要の獲得を図る。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：観光２次交通結節点機能強化事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容    

観光２次交通結節点や主要ホテルやレンタカー事業所を周遊する小型バス等
を運行し、レンタカー貸渡場所の分散化を図る取組を実施する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

観 光 ２ 次

交 通 結 節

点 機 能 強

化事業  

142,719 １  観光２次交通  

結節点機能強化  

事業  

・観光２次交通結

節点を設置し、交

通広場の設置、運

営を行う。  

 

 

 

 

 

・近隣ホテル等を

周遊する小型バス

の実証運行  

 

124,420 

 

 

 

 

 

 

１  観光２次交通  

結節点機能強化  

事業  

・北谷町美浜駐車

場の一角に観光２

次交通結節点「北

谷ゲートウェイ」

を設置し、貸切バ

ス待機場、バスや

タクシーの乗降場

等ターミナルとし

て運用した。  

・美浜エリアを周

遊する小型バスの

実証運行を実施し

た。  

 

 

最終予算額  

142,719 

執行率  

87.2％  

不用額  

18,299 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 観光２次交通結節点機能強化事業  
効果：  実証事業開始に伴い、①那覇空港から北谷ゲートウェイ路線の新設、

②レンタカーからバスへの利用転換、③観光客の満足度向上につながっ
た。  

課題：  「北谷ゲートウェイ」を基点とした主要観光地との接続や観光客への
周知強化、レンタカー営業所等との接続等、結節点のさらなる機能強化
に向けた取組を進めていく必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 

  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：沖縄観光コンテンツ開発支援事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 30 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

国内外の観光誘客等の拡大を図るため、沖縄の観光資源を活用した観光商品
(高付加価値型観光）の開発への取組を支援する。 

 
２ 事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

沖縄観光

コンテン

ツ開発支 

援事業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92,025 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖 縄観光コン

テンツ開発支援

事業 

・沖縄の観光資源

（自然、文化、歴

史等）を活用した

多彩で質の高い観

光コンテンツ開発

に取り組む民間事

業者等に対し、支

援を行う。 

 

 

83,668 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖 縄観光コン

テンツ開発支援

事業 

・沖縄の観光資源

（自然、文化、歴

史等）を活用した

多彩で質の高い観

光コンテンツ開発

に取り組む民間事

業者等に対し、財

政支援を行った。 

（件数：11 件） 

 

☆ 

最終予算額 

91,652 

執行率 

91.3％ 

不用額 

7,984 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴  沖縄観光コンテンツ開発支援事業 
効果：  沖縄の地域資源を活用した多彩で質の高い観光コンテンツ開発を支援

したことにより、観光消費額の向上や滞在日数の延伸に寄与した。 
課題： 世界から選ばれる持続可能な観光地形成に向けて、継続して沖縄のソ

フトパワーを活かしたツーリズムを推進する必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：沖縄ワーケーション促進事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和２年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
 １  事業の目的・内容  

国内観光客の増加、滞在日数の延伸及び来訪時期の平準化を図るため、県外企
業等に対し、沖縄でのワーケーションを促進するプロモーションやモニターツア
ー等を行い、沖縄でのワーケーションの導入・実施につなげる。  

 
２  事業の実績  

                                （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖 縄 ワ ー

ケ ー シ ョ

ン 促 進 事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52,418 

 

 

 

 

 

 

 

29,801 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄ワーケー

ション促進事業  

・沖縄ワーケーシ

ョンの魅力発信  

 

 

 

・イベント出展に

よるプロモーショ

ン実施  

 

 

・地域交流型モニ

ターツアーの開催  

 

 

 

 

 

 

49,484 

 

 

 

 

 

 

 

29,801 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  沖縄ワーケー

ション促進事業  

・観光情報アプリ

等で特集記事を掲

載し、沖縄ワーケ

ーションの魅力を

発信した。  

・ツーリズムＥＸ

ＰＯジャパン外３

件のイベントに出

展し、プロモーシ

ョンを実施した。  

・沖縄でワーケー

ションを体験して

もらうため、関係

者の招へいツアー

及び県外企業等の

モニターツアーを

開催した。  

 

☆  

最終予算額  

52,418 

執行率  

94.4％  

不用額  

2,934 

 

最終予算額  

29,801 

不用額  

0 
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22,019 

 

 

 

 

 

 

 

598 

 

２ 沖縄県ワーケ

ーション連携促

進事業 

・沖縄リゾートワ

ーケーション推進

協議会の活動を支

援する。 

 

３ 事務費 

・旅費 

19,489 

 

 

 

 

 

 

 

 194 

 

２ 沖縄県ワーケ

ーション連携促

進事業 

・沖縄リゾートワ

ーケーション推進

協議会の活動を支

援した。 

 

３ 事務費 

・旅費 

最終予算額 

22,019 

不用額 

2,530 

 

 

 

 

最終予算額 

598 

不用額 

404 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 沖縄ワーケーション促進事業 
効果： ビジネスリーダー及び「Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ」に興味がある県外企

業に対し、プロモーションを実施することで、沖縄でのワーケーション
の認知度向上につながった。 

課題： 引き続き、沖縄の特色である世界自然遺産等を活用したワーケーショ
ンを発信するなど、沖縄独自の過ごし方をＰＲする必要がある。 

⑵ 沖縄ワーケーション連携促進事業 
効果： 沖縄におけるワーケーションの情報集約・発信等を一元的に行うた

め、県内のワーケーションができる宿泊施設やコワーキング施設等の情
報を発信するＷｅｂサイトを制作し、各施設の特集記事を掲載して周知
を行った。 

課題： 引き続き、県内におけるワーケーション施設等の情報集約・発信等を
行うとともに、現在のワーケーションのニーズを的確に把握する必要が
ある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 

重点施策事業名：観光人材育成・確保促進事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 30 年度～令和 13 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

国際観光地としての受入体制を強化するため、国内外の観光客が満足する質の
高いサービスを提供する人材を育成・確保する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

観 光 人 材

育 成 ・ 確

保 促 進 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57,597 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光人材育成

 ・確保促進事業 

 

・観光関連事業者

が共通に抱える課

題に取り組むため

集合型研修等を開

催する（100 事業

者）。 

・オンラインセミ

ナー動画の配信

（20 動画） 

 

・学生と企業のマ

ッチングイベント

の開催 

 

 

 

56,440 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光人材育成

・確保促進事業 

 

・観光関連事業者

が共通に抱える課

題に取り組むため

集合型研修等を 36

回開催し、145 事

業者が参加した。 

・オンラインセミ

ナーの動画を８コ

ンテンツ配信し

た。（14 動画） 

・学生と企業のマ

ッチングイベント

を開催した。（出

展企業 22 社、来

場者 93 名） 

 

 

☆ 

最終予算額 

57,597 

執行率 

98.0％ 

不用額 

1,157 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 観光人材育成・確保促進事業 
効果： 観光関連従事者を対象に 36 回の研修を実施し、目標値を上回った。

また、観光業界の喫緊の課題である人手不足を解消するため、人材確保
に資するセミナーやマッチングイベントを開催した。集合型研修は 145
事業者が参加しており、観光客が満足する高いサービスを提供できる人
材の確保に寄与している。 

課題： 観光業界においては、引き続き人手不足の状況にあることから、人材 
   確保に向けた支援を継続して実施していく必要がある。  



基  本  項  目：新時代沖縄の到来   
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：持続可能な国際観光景観事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和６年度～令和８年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

「～美ら島沖縄～花と樹木の沿道景観計画」で定める重点管理路線（県民や観
光客に印象を与える効果が高いルート）において、道路緑化及び官民連携の取組
等により、持続可能な国際観光地の形成を図る。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

持続可能

な国際観

光景観事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

300,000 

 

 

 

 

１  持続可能な国  

際観光景観事業  

・重点管理路線の  

先行区域５か所に

ついて、全体計画

策定、実施設計、

街路樹等の更新、

官民連携による維

持管理体制の構築

などの取組を実施

する。  

 

 

83,271 

 

 

 

１  持続可能な国  

際観光景観事業  

・重点管理路線の  

先行区域５か所に

ついて、全体計画

策定、実施設計、

街路樹等の更新、

官民連携による維

持管理体制の構築

等を実施した。  

 

 

最終予算額  

300,000 

執行率  

27.8％  

翌年度繰越額  

216,729 

不用額  

0 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  

⑴  持続可能な国際観光景観事業  

効果：  沖縄らしい世界水準の観光地に相応しい良好な沿道景観を形成すると
ともに、官民連携による維持管理体制の構築により、国際観光地の形成
に加え、経済、健康、交流、子ども、環境、景観、交通、雇用及び官民
連携による SDGs（住み続けられるまちづくり）等の施策に寄与する。  

課題：  官民連携による持続可能な維持管理体制を構築するにあたり、地域や
企業などの関係者等との協議に不測の日数を要していることから、事業
推進に向け、適切に進捗管理を行う必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：沖縄観光人材不足緊急対策事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和６年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

観光人材不足に対応するため、無人化・省人化への取組や、県内外からの観光
人材受入推進への支援を実施する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖縄観光

人材不足

緊急対策

事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

575,000 

 

 

 

 

 

 

340,599 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

234,401 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  観光事業者収

益力向上サポー

ト事業  

・観光事業者の無

人化・省人化に資

する費用を支援す

る。  

 

 

 

２  観光人材受入

等支援事業  

・県内観光事業者

行う県内外からの

観光人材の受入に

かかる取組を支援

する。  

 

289,854 

 

 

 

 

 

 

185,371 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

104,483 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  観光事業者収

益力向上サポー

ト事業  

・観光事業者の無

人化・省人化に資

する費用に対して

財政支援を行っ

た。  

（件数： 55 件）  

 

２  観光人材受入

等支援事業  

・県内観光事業者

が行う県内外から

の観光人材の受入

にかかる取組に対

して財政支援を行

った。  

（件数： 64 件）  

 

最終予算額  

333,500 

執行率  

86.9％  

不用額  

43,646 

 

最終予算額  

195,699 

不用額  

10,328 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

137,801 

不用額  

33,318 
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３  事業の効果 /課題  
⑴  観光事業者収益力向上サポート事業  
効果：  観光事業者の設備投資への需要を満たし、各事業者の業務の効率化、

省人化が図られたものと思料される。  
課題：  本事業は、補助対象者を「コロナ禍前の平成 30 年度と比較して従業

員数が減少している事業者」としたため、事業者の自助努力によってコ
ロナ禍前と比較して従業員数が増えた事業者が補助対象外となったこと
から、補助金の申請件数及び申請額が想定よりも下回った。  
また、補助上限額が低い中規模・小規模事業者からの申請が多く、１

件当たりの補助金交付決定額が少額となったことから、申請額が想定よ
りも下回った。  
今後は、補助対象を広げ、大規模メニュー等の活用を促す必要があ

る。  
⑵  観光人材受入等支援事業  
効果：  補助金の活用により、求人活動が進んだことへの感謝の声が多く、特

に有料の求人サイトの活用により、効果的に人材を確保できたという意
見が多かった。また、観光業界で働く人材が増えることで、サービスの
質の向上につながり、観光客の満足度向上に貢献するとともに、リピー
ターの増加に寄与したものと思料される。  

課題：  本事業は、補助対象者を「コロナ禍前の平成 30 年度と比較して従業
員数が減少している事業者」としたため、事業者の自助努力によってコ
ロナ禍前と比較して従業員数が増えた事業者が補助対象外となったこと
から、補助金の申請件数及び申請額が想定よりも下回った。  
今後は、補助対象要件を緩和し、コロナ禍での従業員数の増加を理由

に対象外となった事業者も含めることで支援範囲を広げ、より多くの事
業者が補助金を利用できるよう対象要件の緩和及び補助対象経費の拡充
を検討する必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：高付加価値なインバウンド観光地形成事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和６年度～令和９年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

沖縄独自の歴史や文化、地域資源を利活用した観光を推進するとともに、自然
環境の保全、地域の文化・生活環境を尊重し、旅行者と地域住民が沖縄観光ブラ
ンドの価値を共有する持続可能で質の高い観光に取り組む。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

高付加価

値なイン

バウンド

観光地形

成事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

180,000 

 

 

 

 

 

 

42,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63,480 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  マスタープラ

ン追加等調査・

体制準備業務   

・高付加価値旅行

者層に関する基礎

調査  

・マスタープラン

実現のための戦略

策定  

・戦略実践のため

の地域協議会の設

立検討  

・沖縄・奄美エリ

アのコアゾーンで

の機運醸成支援  

 

 

２  アドベンチャ

ーツーリズム推

進事業  

・プロトタイプ商

169,592 

 

 

 

 

 

 

42,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63,480 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  マスタープラ

ン追加等調査・

体制準備業務   

・高付加価値旅行

者層に関する基礎

調査を実施した。  

・マスタープラン

実現のための戦略

を策定した。  

・戦略実践のため

の地域協議会の設

立を検討した。  

・沖縄・奄美エリ

アのコアゾーンで

の機運醸成を支援

した。  

 

２  アドベンチャ

ーツーリズム推

進事業  

・プロトタイプ商

最終予算額  

170,856 

執行率  

99.3％  

不用額  

1,264 

 

最終予算額  

42,000 

不用額  

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

63,480 

不用額  

0 
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63,480 

 

 

 

 

 

 

11,040 

 

品 造 成 、 FAM ・ モ

ニターツアー、セ

ミナー実施及び商

談会参加 

 

３  ガストロノミ

ー推進事業 

・プロトタイプ商

品 造 成 、 セ ミ ナ

ー、モニターツア

ーの実施 

 

４ 事務費 

・旅費 

 

 

 

 

 

63,480 

 

 

 

 

 

 

632 

 

品 造 成 、 FAM ・ モ

ニターツアー、セ

ミナー実施及び商

談会に参加した。 

 

３  ガストロノミ

ー推進事業 

・プロトタイプ商

品 造 成 、 セ ミ ナ

ー、モニターツア

ーを実施した。 

 

４ 事務費 

・旅費 

 

 

 

 

 

最終予算額 

63,480 

不用額 

0 

 

 

 

最終予算額 

1,896 

不用額 

1,264 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ マスタープラン追加等調査・体制準備業務 
効果： 高付加価値なインバウンドの受入体制整備のため、基礎調査を実施マ

スタープランの改訂を実施。また、マスタープラン実施のための地域協
議会設立について、県内経済界と検討し、地域協議会の体制構築の促進
につなげた。 

課題： 高付加価値なインバウンド観光地づくりのためにはホスピタリティ人
材の不足が課題であるため、宿泊施設のみならず、二次交通も含めたホ
スピタリティ人材等の育成をしていく必要がある。 

⑵ アドベンチャーツーリズム推進事業 
効果： アドベンチャーツーリズムに取り組む県内事業者へのセミナーや実証

ツアーを実施し、優良な事例を創出した。また、国内商談会への参加や
県内事業者との意見交換等を通して、アドベンチャーツーリズムの販路
を形成する上での課題や必要な対策を検討・共有し、今後の販路体制構
築の促進につなげた。 

課題： 実証したアドベンチャーツーリズムを今後販売につなげるためには、
県内関連事業者と旅行会社・DMC とのネットワーク構築の他、コンテン
ツやツアーを磨き上げていく必要がある。 

⑶ ガストロノミー推進事業 
効果： ガストロノミーツーリズムに取り組む県内事業者へのセミナーや実証

イベントを実施し、優良な事例を創出した。また、県内事業者との意見
交換等を通して、ガストロノミーツーリズムを実施する上での課題や必
要な対策を検討・共有し、今後の販路体制構築の促進につなげた。 

課題： 実証したガストロノミーツーリズムを今後販売につなげるためには、
県内関連事業者と旅行会社・DMC とのネットワーク構築の他、コンテン
ツやツアーを磨き上げていく必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：那覇空港観光２次交通対策事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和６年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

那覇空港における観光２次交通の課題に対応するため、繁忙期におけるレンタ
カーの送迎バス乗り場の確保を行う。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

那 覇 空 港

観 光 ２ 次

交 通 対 策

事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,608 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  那覇空港観光

２次交通対策事

業  

・繁忙期にレンタ

カー送迎のために

乗降できる臨時の

送迎車両乗り場を

設置し、誘導員等

を配置する。  

 

 

 

 

   0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  那覇空港観光

２次交通対策事

業  

・関係機関及び沖

縄県レンタカー協

会と連携し、那覇

空港北側バスプー

ルを活用したレン

タカー送迎車両の

乗り場の確保を行

った。  

・同協会が独自に

誘導員を配置する

取組を行ったこと

から、予算は執行

していない。  

最終予算額  

2,608 

執行率  

 0.0％  

不用額  

2,608 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴  那覇空港観光２次交通対策事業  
効果：  沖縄レンタカー協会への聴き取り調査によると、那覇空港北側バス

プールを活用した事業者は約 50 社であった。繁忙期にレンタカーの乗
降及び待機場所として活用できたことにより、レンタカー送迎車両乗
り場の渋滞緩和につながった。  

課題：  引き続き関係機関と連携し、那覇空港における観光２次交通の課題
解決に向けた取組を行う必要がある。  

 



基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：沖縄観光人材不足緊急対策事業（交付金）（新規）  
 
事 業 期 間：令和６年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

観光事業者の行う受入促進に関わる取組を促進することにより、観光業界の持
続的発展につながる人材の確保・定着を図る。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

沖 縄 観 光

人 材 不 足

緊 急 対 策

事 業 （ 交

付金）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

140,611 

 

 

 

 

 

 

49,596 

 

 

 

 

 

 

 

 

91,015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  観光人材マッ

チング支援事業  

・海外合同就職説

明会の開催、イン

ターンシップ受入

促進、職場見学ツ

ア ー 等 を 実 施 す

る。  

 

２  観光人材受入

等支援事業  

・県内観光事業者

行う県内外からの

観光人材の受入に

かかる取組を支援

する。  

 

85,699 

 

 

 

 

 

 

49,472 

 

 

 

 

 

 

 

 

36,227 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  観光人材マッ

チング支援事業  

・海外合同就職説

明会の開催、イン

ターンシップ受入

促進、職場見学ツ

ア ー 等 を 実 施 し

た。  

 

２  観光人材受入

等支援事業  

・県内観光事業者

行う県内外からの

観光人材の受入に

かかる取組に対し

て財政支援を行っ

た。  

（件数： 47 件）  

 

最終予算額  

101,811 

執行率  

84.2％  

不用額  

16,112 

 

最終予算額  

49,596 

不用額  

124 

 

 

 

 

 

最終予算額  

52,215 

不用額  

15,988  

 
 
３  事業の効果 /課題  

⑴  観光人材マッチング支援事業 

－400－
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効果： 海外合同就職説明会の開催や見学バスツアー、海外からのインターン
の参加者アンケート調査を行ったところ、全体の約８割が「観光業への
就職意欲が高まった」と回答していることから、観光業界に対する魅力
の向上に一定程度寄与したものと考える。 

課題： 海外合同就職説明会へ参加する事業者は、外国人材の受け入れに積極
的であるが、多くの事業者においては、言語やコミュニケーションに関
する受入体制の整備が十分に進んでいないため、外国人材を積極的に受
け入れる事業者が限定的となっている。 

⑵ 観光人材受入等支援事業 
効果： 補助金の活用により、求人活動が進んだことへの感謝の声が多く、特

に有料の求人サイトの活用により、効果的に人材を確保できたという意
見が多かった。また、観光業界で働く人材が増えることで、サービスの
質が向上するとともに観光客の満足度が向上し、リピーターが増えるこ
とに寄与したものと考えられる。 

課題： 本事業では、主に、外国人材の確保に向けた海外就職説明会等への出
展経費など人材確保に要する経費を支援しているが、補助金の申請件数
及び申請額が想定よりも下回った。主な要因として、外国人材を積極的
に受け入れる事業者が限定的であること、外国人材の採用にあたって、
現地での調整やビザ取得などに時間がかかり、補助対象期間内での実施
が間に合わなかったこと、募集期間内での申請が困難であったとの意見
が寄せられたことから、事前周知の方法、申請様式等の簡略化等を検討
する必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：修学旅行需要分散化促進支援事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和６年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

   修学旅行において、探究学習 SDGｓ学習等を希望する学校に対し、体験プログ
ラムの追加にかかる経費を支援することにより、修学旅行の行程や場所、交通手
段、時期変更等を誘導し、沖縄修学旅行における需要の分散化を図る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

修 学 旅 行

需 要 分 散

化 促 進 支

援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

120,000 

 

 

 

 

 

１ 修学旅行需要

分散化促進支援事

業 

・沖縄を目的地と

した修学旅行に対

し、体験学習の追

加 経 費 を 支 援 す

る。 

 

 

55,248 

 

 

 

１ 修学旅行需要

分散化促進支援事

業 

・令和６年 10 月

１日から令和７年

１月 31 日の間に

実施される修学旅

行のうち、46 校分

（7,918 人）に対

して財政支援を実

施した。 

 

 

最終予算額 

120,000 

執行率 

46.0％ 

不用額 

64,752 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴   修学旅行需要分散化促進支援事業 
効果： 本事業の目的は修学旅行繁忙期における需要分散化であり、支援条件

の一つとして「行程の変更」を申請者に求め、探究学習等の追加経費を
支援するものである。そのため、本事業の実施により、バスの利用台数
の縮小や観光施設における混雑の緩和等を図りつつ、県内観光事業者の
旅行需要確保につながった。 

課題： 修学旅行の行程は１年前にはほぼ固まっており、概ね３か月前には実
施校と旅行会社との間で最終確定となることから、令和６年６月に受付
開始を行った本事業に係る申請は当初想定を下回り、限定的なものとな
ったため、事業の周知強化が必要である。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：持続可能な観光地形成に向けた２次交通推進モデル事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和６年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

特定の地域や時期における、旅行者の急激な増加に伴う自然環境や住民生活へ
の影響等の観光諸問題を解決するため、観光客の平準化及び分散化を行うととも
に、地域の実情に応じた需要の適切な管理を行うため、地域協議会と連携した取
組を行う。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

持 続 可 能

な 観 光 地

形 成 に 向

け た ２ 次

交 通 推 進

モ デ ル 事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

120,000 

 

 

 

 

 

 

50,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

10,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  那 覇 空 港か ら

北谷町までの輸

送力強化等事業 

・那覇空港から２

次結節点である北

谷町へ直行バスの

実証運行を行う。 

 

 

２  手ぶら観光の

推進事業 

・那覇空港から宿

泊施設等へ手荷物

を届けるサービス

を行う「手ぶら観

光」について、周

知啓発を行う。 

 

 

 

85,241 

 

 

 

 

 

 

40,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

8,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  那 覇 空 港か ら

北谷町までの輸

送力強化等事業 

・那覇空港から２

次結節点である北

谷町へ直行バスの

実 証 運 行 を 行 っ

た。 

 

２  手ぶら観光の

推進事業 

・手ぶら観光につ

いて、旅マエプロ

モーションの Web

広告や那覇空港内

でのデジタルサイ

ネージ表示による

周 知 啓 発 を 行 っ

た。 

 

最終予算額 

100,000 

執行率 

85.2％ 

不用額 

14,759 

 

最終予算額 

40,000 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

10,000 

不用額 

2,000 
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60,000 ３  クルーズ船二

次交通機能強化

事業  

・クルーズ船寄港

時に循環バスの実

証運行を行う。  

37,241 ３  クルーズ船二

次交通機能強化

事業  

・クルーズ船寄港

時に無料循環バス

の実証運行を行っ

た。  

 

 

最終予算額  

50,000 

不用額  

12,759 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴  那覇空港からの北谷町までの輸送力強化等事業  
効果：  実証期間中に計 4,043 人、一日当たり 21.2 人が直行バスに乗車し、

公共交通の利用促進に貢献した。  
課題：  空港から観光２次交通結節点「北谷ゲートウェイ」への接続強化を図

るため、さらなるバスの運行及び周知啓発が必要である。  
⑵  手ぶら観光の推進事業  
効果：  手ぶら観光のサービスを行う事業者の取組や課題等を把握すること

で、推進連絡会における検討内容の高度化や今後の取組の方向性に向け
た基礎情報が把握できた。  

課題：  手ぶら観光を推進するため、旅マエ広報や多言語対応の強化、那覇空
港及び物流業者との連携強化が必要である。  

 ⑶  クルーズ船二次交通機能強化事業  
効果：  クルーズ船寄港時に無料循環バスを運行することで、那覇港第２クル

ーズバースでの滞留が解消された。  
課題：  より多くの観光客に利用してもらうための広報強化や地域住民の住環

境を悪化させないよう、観光客へのマナー啓発の取組が必要である。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
 
重点施策事業名：マリンタウン大型ＭＩＣＥ施設整備・エリア形成事業（継続） 
 
事 業 期 間：令和５年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 ＭＩＣＥ推進課 
 
１  事業の目的・内容  

   大型ＭＩＣＥ施設とマリンタウンＭＩＣＥエリア全体の周辺環境の整備に向け
た取組（ＰＦＩ手法に基づく公募手続・事業者選定及びスマートシティ形成等の
調査検討ほか）の推進。 

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

マ リ ン タ

ウ ン 大 型

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

施 設 整 備

・ エ リ ア

形成事業 

 

 

 

 

 

 

 

105,749 

 

１ マリンタウン

大型ＭＩＣＥ施

設整備・エリア

形成事業 

・大型ＭＩＣＥ施

設とマリンタウン

ＭＩＣＥエリア全

体の周辺環境の整

備に向けた取組

（ＰＦＩ手法によ

る事業の公募・事

業者選定）を推進

する。 

80,728 

 

１ マリンタウン

大型ＭＩＣＥ施

設整備・エリア

形成事業 

・大型ＭＩＣＥ施

設とマリンタウン

ＭＩＣＥエリア全

体の周辺環境の整

備に向け、ＰＦＩ

事業を実施する民

間事業者の公募を

実施した。その後

不調となったこと

から、不調理由の

調査、事業条件の

検証等を行った。 

最終予算額 

105,749 

執行率 

76.3％ 

翌年度繰越額  

18,500 

不用額 

6,521 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   マリンタウン大型ＭＩＣＥ施設整備・エリア形成事業 
効果： 令和６年６月に沖縄県マリンタウン国際会議・大型展示場整備運営等

事業の入札公告を実施。同年９月に参加表明書の提出がなく入札不調と
なったため、事業条件の検証等について整理を行った。 
また、上記取組と並行して、マリンタウンＭＩＣＥエリア形成に向け

た調査検討や大型ＭＩＣＥエリア振興に関する協議会及び幹事会の開催
を行った。 

課題： できる限り早期の入札公告に向けて、事業条件の再整理や基本計画の
改定の検討等の取組を進める必要がある。 
また、民間事業者とのサウンディング、関係市町村との連携を進めな

がら、周辺公用地等を活用し、大型ＭＩＣＥ施設を核とした賑わいのあ
るマリンタウンＭＩＣＥエリアを形成するため、エリアの特性を生かし
たまちづくりの方針を検討する必要がある。 



－ 406 －

基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
 
重点施策事業名：戦略的ＭＩＣＥ誘致促進事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 ＭＩＣＥ推進課 
 
 １  事業の目的・内容  

回復傾向にある国内外のＭＩＣＥ需要を沖縄へ引き込むための積極的な誘致・
プロモーション活動の展開に取り組む。 

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

戦 略 的 

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

誘 致 促 進

事業 

 

 

 

 

 

 

 

191,524 

 

１  戦 略 的 Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ 誘 致 促 進

事業 

・ 国 内 外 の Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ 見 本 市 ・ 商

談 会 へ の 参 加 及

び セ ミ ナ ー 開 催

等 を 通 じ て 、 誘

致 ・ 広 報 事 業 を

実施する。 

・ 沖 縄 県 内 で 開

催 さ れ る 国 際 学

会 等 に 対 し 、 支

援を実施する。 

・ 沖 縄 Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

振 興 戦 略 に 基 づ

き 、 産 学 官 の 連

携 体 制 を 強 化 ・

拡 充 し 、 地 域 に

お け る Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

受 入 体 制 の 充 実

を図る。 

179,693 １  戦 略 的 Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ 誘 致 促 進

事業 

・ 国 内 外 の Ｍ Ｉ

Ｃ Ｅ バ イ ヤ ー 向

け 商 談 会 に 参 加

し(７回)、136 件

の 商 談 を 行 っ

た。 

 

・支援実績は 41

件であった。 

 

 

・ 沖 縄 Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

ネットワーク(会

員数 198 団体)を

運 営 し 、 勉 強 会

（ ２ 回 ） 、 部 会

（ ５ 回 ） を 開 催

した。 

 

 

 

☆ 

最終予算額 

191,524 

執行率 

93.8％ 

不用額 

11,831 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 戦略的ＭＩＣＥ誘致促進事業 
効果： 国内外の商談会参加により、ＭＩＣＥ開催地としての沖縄の認知度向

上を図ったほか、県独自の商談会を開催し、県内事業者と県外旅行業者
等とのビジネス機会を創出した。 
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貸切バス等運行支援やコンベンション開催支援により、沖縄でのＭＩ
ＣＥ開催に繋げることができた。 
沖縄ＭＩＣＥネットワークの運営を通じた産学官の連携強化により、

受入体制の充実が図られた。 
課題： 沖縄でのＭＩＣＥ開催の誘致、主催者・参加者の満足度向上による定

着化に繋げるため、継続的に関連事業者の連携強化を図るほか、ビジネ
ス機会の創出等に取り組む必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
 
重点施策事業名：ＭＩＣＥ受入体制強化等事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  ＭＩＣＥ推進課  
 
１  事業の目的・内容  

   全県的なＭＩＣＥ受入体制の強化（ＭＩＣＥ専門人材の育成、アドバイザー派
遣）、沖縄らしさを活用してＭＩＣＥ参加者の満足度を向上させる開催歓迎支援
の充実を図る。  

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ

受 入 体 制

強 化 等 事

業  

 

 

 

 

 

 

 

70,252 

 

１  ＭＩＣＥ受入

体制強化等事業  

・ＭＩＣＥ案件

の獲得からオペレ

ーション業務に至

るまでのノウハウ

及びＭＩＣＥに関

する幅広い見識習

得のための講座、

セミナーを開催す

る。  

・多様化する主催

者ニーズについて

課題を抱えるＭＩ

ＣＥ関連事業者に

対し、専門アドバ

イザーを派遣し、

指導、助言を行

う。 

・沖縄でのＭＩＣ

Ｅ開催に対する歓

迎支援として、空

港歓迎式や芸能ア

トラクション等の

派遣等を行う。  

 

 

68,865 

 

１  ＭＩＣＥ受入

体制強化等事業  

・全８回（オンラ

イン６回、集合型

２回）の講座を開

催し、参加者は延

べ 243 名であっ

た。  

 

 

 

・５事業者に派遣

を行い、派遣回数

は９回であった。  

 

 

 

 

 

・支援メニューの

提供実績は 179 件

であった。  

 

最終予算額  

70,252 

執行率  

98.0％  

不用額  

1,387 
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３  事業の効果 /課題  
⑴ ＭＩＣＥ受入体制強化等事業 
効果： セミナー受講後のアンケート結果では参加者の 98％がスキルアップ

・能力向上の実感を持ったとの回答を得た。 
専門アドバイザー派遣事業については、課題解決に向けた取組の指

導により、活用した全５事業者から「非常に役立った」、「役立っ
た」との回答を得ることができた。 
開催歓迎支援のアンケートでは「大変満足・おおむね満足」という

回答が約９割に上り、主催・参加者の満足度向上に貢献した。 
課題： コロナ禍後のＭＩＣＥ実績の増加により人手不足が顕著となり、セ

ミナーやアドバイザー派遣の対応が困難な事業者が多いため、事業者
が活用しやすい工夫が求められる。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：サッカースタジアム整備等推進事業（継続）  
 
事 業 期 間：令和５年度～  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  ＭＩＣＥ推進課  
 
１  事業の目的・内容  

Ｊリーグ規格スタジアムの整備に向け、施設計画、整備財源や整備手法等につ
いて検討を進める。  

 
 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

サッカー

スタジア

ム整備等

推進事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

27,730 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  サッカースタ

ジアム整備等推

進事業  

・国内外からのス

ポーツコンベンシ

ョンの誘致を図る

ため、サッカース

タジアムを整備す

るにあたり、法手

続きの対応に必要

な資料を作成する

とともに、運営収

支 の 精 緻 化 を 行

う。  

 

1,300 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  サッカースタ

ジアム整備等推

進事業  

・法手続きの対応

に必要な資料の作

成や概略設計を進

めるとともに、有

識者委員会への意

見聴取を踏まえた

「Ｊリーグ規格ス

タ ジ ア ム 整 備 計

画」の策定を進め

た。  

 

 

最終予算額  

47,440 

執行率  

2.7％  

翌年度繰越額  

45,688 

不用額  

452 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ サッカースタジアム整備等推進事業  
効果：  法手続きに必要な資料の作成及び関係機関との調整、概略設計、有識

者委員会への意見聴取を踏まえた「Ｊリーグ規格スタジアム整備計画」
の策定とともに、整備条件に関する事業者サウンディング調査等を進め
た。  

課題：  スタジアム整備の入札公告に向けた実施方針、要求水準書（案）及び
事業契約書（案）等の作成とともに、法手続きのための調査及び関係機
関調整を進める必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：文化資源を活用した沖縄観光の魅力アップ支援事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和８年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 文化振興課 
 
１  事業の目的・内容  

沖縄特有の文化資源を活用した新たな観光メニューを確立させるため、文化コ
ンテンツを含む旅行商品造成プログラムモデルを構築するとともに、観光客の沖
縄の芸能に対する認知度や理解度を高めるための文化体験等の取組を行い、沖縄
観光の誘客を図る。 

 
 ２  事業の実績  
                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初 

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

文 化 資 源
を 活 用 し
た 沖 縄 観
光 の 魅 力
ア ッ プ 支
援事業 

 

 

 

 

17,160 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１  文 化資 源 を 活
用 し た 沖 縄 観 光
の 魅 力 ア ッ プ 支
援事業 

 
・ 旅 行 商品 造 成 プ
ログ ラ ムモ デ ル の
構築を行う。 
 
・ 文 化 体験 プ ロ グ
ラム モ デル の 構 築
と、 公 演の 広 報 活
動などを行う。 
 

17,101 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１  文化資源を活
用した沖縄観光
の魅力アップ支
援事業 

 
・旅行商品造成プ
ログラムモデルの
構築を行った。 
 
・文化体験プログ
ラムモデルの構築
と、公演の広報活
動などを行った。 
 

☆ 

最終予算額 

17,160 

執行率 

99.7％ 

不用額 

59 

 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   文化資源を活用した沖縄観光の魅力アップ支援事業 

   効果： 沖縄特有の文化資源を活用した新たな観光メニューの確立させるた
め、商品造成プログラム２件を構築。観光客の沖縄の芸能に対する認
知度や理解度を高めるための文化体験プログラムモデルに７団体を登
録し、観光施設等への派遣を 11 回実施。 

   課題： 文化資源を活用した観光メニューを確立させるには、長期の取組が必
要である。観光客の沖縄の文化資源に対する認知度や理解度を高める
ため、引き続き、支援を行う必要がある。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：しまじまの芸能を活用した文化観光コンテンツ創出事業  
 
事 業 期 間：令和５年度～令和７年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  文化振興課  
 
１  事業の目的・内容  

文化資源を活用した観光コンテンツ創出や文化観光の推進に向けた取組を実施
する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

し ま じ ま

の 芸 能 を

活 用 し た

文 化 観 光

コ ン テ ン

ツ 創 出 事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43,697 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  しまじまの芸

能を活用した文

化観光コンテン

ツ創出事業  

 

・県内各地域の伝

統芸能等の実態調

査及び課題解決に

む け た 支 援 を す

る。  

 

 

 

 

 

 

・沖縄県伝統芸能

祭の実施。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42,068 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  しまじまの芸

能を活用した文

化観光コンテン

ツ創出事業  

 

・地域の芸能団他

（ 296 団体）にア

ンケート調査を実

施し、ハンズオン

支援希望団体（ 57

団体）のカルテを

作成し、文化資源

の掘り起こしと活

動実態及び課題を

把握した。  

 

・「沖縄県伝統芸

能祭」を開催し、

14 の芸能団体に、

に 出 演 し て も ら

い、合計 565 人の

観客に地域の伝統

文化を披露するこ

とができた。（本

島２回、離島１回

開催）  

 

 

最終予算額

43,697 

執行率  

96.3％  

不用額  

1,629 
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３  事業の効果 /課題  
⑴   しまじまの芸能を活用した文化観光コンテンツ創出事業 
効果： 令和６年度は、芸能祭を３公演開催し、観客総数 901 人に 14 の地域

の伝統文化を披露した。（本島２回、離島１回開催）。また、文化資源
の掘り起こしと活動実態及び課題を把握のため、昨年度の 296 団体から
22 団体増加し 318 団体のリストを作成した。さらに、北部・中部・南
部圏域において、課題解決（継承・資金造成・情報発信）についてのセ
ミナーを開催。また団体間の情報交換の場として、座談会を開催した。
引き続き、令和６年度以降の各団体の支援につなげる。 

課題： 「沖縄県伝統芸能祭」３公演の芸能祭への事前予約は順調であるが、
実際の来場者は 50%程度となり、歩留まりの改善が課題となった。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：スポーツツーリズム戦略推進事業（継続）  
 
事 業 期 間：平成 24年度～令和 13年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  スポーツ振興課  
 
１  事業の目的・内容  

沖縄の温暖な気候とスポーツ資源を活用した新たな観光メニューであるスポー
ツツーリズムの普及・定着を図り、スポーツを通した観光誘客を促進する各取組
を実施する。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

ス ポ ー ツ

ツ ー リ ズ

ム戦略推  

進事業   

      

247,349 

 

 

 

 

 

 

 

21,714 

 

 

 

 

 

50,358 

 

 

 

 

 

 

 

28,744 

 

 

 

 

 

１  スポーツツー

リズム戦略推進

事業  

 

 

 

 

 

⑴スポーツイベン

ト支援事業  

・県内で開催する

スポーツイベント

に対する補助  

 

⑵スポーツ観光戦

略的誘客促進事業  

・沖縄県へのスポ

ーツ旅行に係るプ

ロモーション。  

 

 

 

⑶プロ野球キャン

プ等訪問観光促進

事業  

・ＳＮＳ活用プロ

モーション、空港

への歓迎バナー掲

246,222 

 

 

 

 

 

 

 

21,206 

 

 

 

 

 

50,283 

 

 

 

 

 

 

 

28,744 

 

 

 

 

 

１  スポーツツー

リズム戦略推進

事業  

 

 

 

 

 

⑴スポーツイベン

ト支援事業  

・県内で開催する

スポーツイベント

に対する補助４件  

 

⑵スポーツ観光戦

略的誘客促進事業  

・メディアの活

用、スポーツイベ

ントへの出展等に

よるプロモーショ

ン実施件数 36件  

 

⑶プロ野球キャン

プ等訪問観光促進

事業  

・ＳＮＳ活用プロ

モーション空港へ

の 歓 迎 バ ナ ー 掲

☆  

最終予算額  

247,349 

執行率  

99.5％  

不用額  

1,127 

 

最終予算額  

21,714 

不用額  

508 

 

 

最終予算額  

50,358 

不用額  

75 

 

 

 

 

最終予算額  

28,744 

 

 

 

 



－ 415 －

 

 

 

 

 

27,000 

 

 

 

 

 

 

 

60,152 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44,772 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14,609 

出、国際通りへの

デジタルサイネー

ジ掲出、ガイドブ

ック作成 

 

⑷スポーツコミッ

ション沖縄体制整

備事業 

・スポーツコンベ

ンションの受入に

係るワンストップ

窓口設置。 

 

⑸スポーツコンベ

ンション誘致戦略

推進事業 

・スポーツコンベ

ンションの拡大発

展を図るためキー

パーソン招へい及

び団体合宿実証の

実施。 

 

⑹サッカーキャン

プ誘致戦略推進事

業 

・サッカーキャン

プ誘致、芝生環境

の向上による受入

体制の強化等。 

 

 

 

⑺サイクルツーリ

ズム推進事業 

・県内サイクリン

グの受入環境の整

備。 

・県内ナショナル

サイクルルートの

指定に向けた取組

の推進。 

 

 

 

 

 

27,000 

 

 

 

 

 

 

 

60,014 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44,685 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14,290 

出、国際通りへの

デジタルサイネー

ジ掲出、ガイドブ

ック作成を実施 

 

⑷スポーツコミッ

ション沖縄体制整

備事業 

・スポーツコミッ

ション相談件数 

241 件 

 

 

⑸スポーツコンベ

ンション誘致戦略

推進事業 

・キーパーソン招

へい 13 件、団体

合宿実証 12 件実

施。 

 

 

 

⑹サッカーキャン

プ誘致戦略推進事

業 

・25 クラブチーム

（うちＪリーグ 18

クラブ）誘致。 

・グラウンドの巡

回支援22施設実

施。 

 

⑺サイクルツーリ

ズム推進事業 

・沖縄サイクルツ

ーリズム推進協議

会の開催。 

・「おきなわサイ

クルツーリズムア

クションプラン」

及び「おきなわサ

イクルツーリズム

推進基本構想」の

 

 

 

 

 

最終予算額 

27,000 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

6 0 , 1 5 2  

不用額 

138 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

44,772 

不用額 

87 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

14,609 

不用額 

319 
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策定。 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ スポーツイベント支援事業 
効果： スポーツイベントモデル事業への支援を行い、新たなスポーツイベン

トの創出や定着化を図った。 
課題： 創出したイベントの自走化には、資金調達力や運営力を向上させる必

要がある。また、イベントの集客力も併せて向上させる必要がある。そ
のためアドバイザーによるイベント収益面などのノウハウの支援を継続
的に行いつつ、周知広報についてもアドバイザーの活用を検討する必要
がある。 

⑵ スポーツ観光戦略的誘客促進事業 
効果： 沖縄の年間を通じて温暖な気候とスポーツ資源を活用したスポーツ 

ツーリズムの普及・定着を図るため、テレビ、専門誌、イベント、交通
機関サイネージ、ウェブ等を活用した多角的なプロモーション等を実施
した。 

課題： 沖縄へのスポーツを目的とした観光誘客を増加・定着させるために
は、沖縄の優位性・独自性を生かしたＰＲだけではなく、新たな付加価
値構築が必要となってくる。今後はスポーツに係る観光誘客を更に消費
単価の拡大につなげる取組を検討する必要がある。 

⑶ プロ野球キャンプ等訪問観光促進事業 
効果： キャンプ来訪へのＰＲ活動、プロ野球キャンプ情報ＷＥＢサイトの構

築、キャンプガイドブックの配布を行い、キャンプ来訪者の利便性の向
上を図るとともに、新規誘客に向けた広報・宣伝を行った。 

    受入市町村、球団等関係機関との連携・協力を強化し、キャンプ期間 
   中の魅力的なコンテンツ開発（デジタルスタンプラリー）等の取組を行 

うことで、プロ野球キャンプを目的とした本県への観光誘客を促進し
た。 

課題： 来訪者のキャンプ地における消費額増加に繋げるため、来訪者の満足
度向上と消費額拡大を図る取組みが必要である。 

⑷ スポーツコミッション沖縄体制整備事業 
効果： 公共スポーツ施設設備改善アドバイザーの派遣や、スポーツ施設情報

調査の実施、WEB 発信や国内外のイベントに出展によるプロモーション
を実施した。 

課題： コロナ後の合宿需要が増加しており、受入可能施設の整備や、受入市
町村並びに宿泊施設等の関係機関との連携を強化する必要がある。 

⑸ スポーツコンベンション誘致戦略推進事業 
効果： スポーツコンベンションの拡大発展に向け、受入希望市町村と連携

し、海外誘致活動及びスポーツキーパーソン招へい等に取り組んだ。令
和６年度は、13 件のスポーツキーパーソンの招へい及び 12 件の団体合
宿実証を実施し、これまでに合宿実績のない新たな競技（日本パラフェ
ンシング等）の合宿誘致に繋がった。 

課題： 県内施設や受入体制で抽出された設備劣化等の課題を検証し、継続的
な合宿実施に繋げる体制を構築する必要がある。 

⑹ サッカーキャンプ誘致戦略推進事業 
効果： サッカーキャンプ受入市町村及びキャンプ実施クラブ等との連携を強

化し、「スポーツアイランド沖縄」の認知向上及びキャンプ地としての
魅力を発信した。また、県内全域のグラウンド芝環境の向上のため、各
地のグラウンドを巡回し、土壌調査や県内外のグラウンドのクオリティ
を比較し、芝管理手法の情報共有等を通して、芝管理技術の底上げがで
きた。 

課題： サッカーキャンプを目的とした県外観光客数の増加を図るため、県外
向けプロモーションやトレーニング及びトレーニングマッチの公開の促
進、観戦環境の改善に向けた調整・検討を行う必要がある。 

⑺ サイクルツーリズム推進事業 
効果： 沖縄サイクルツーリズム推進協議会を設置し、「おきなわサイクルツ

ーリズム推進基本構想」及び「おきなわサイクルツーリズムアクション
プラン」を策定した。また、沖縄本島 1 周ルートの実走行調査を行っ
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た。  
課題：  アクションプランにおいては、プランの優先順位の決定に至らなかっ

たため、ロードマップの策定などを行い、優先順位を明らかにする必要
がある。また、実走行調査において判明した走行環境の整備について
は、土木建築部における整備が必要となるため、連携した取組が必要と
なる。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：ＦＢＷＣ２０２３のレガシーを活用したスポーツ交流推進事業 

（新規） 
 
事 業 期 間：令和６年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

   沖縄でキャンプを実施するプロチーム所属のトップアスリート等と沖縄県の子
ども達との交流機会を創出する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

ＦＢＷＣ

２０２３

のレガシ

ーを活用

したスポ

ーツ交流

推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ＦＢＷＣ２０

２３のレガシー

を活用したスポ

ーツ交流推進事

業 

・沖縄でキャンプ
を実施するプロチ
ーム所属のトップ
アスリート等と沖
縄県の子ども達と
の交流機会を創出
する。 

 

 

5,983 

 

 

１ ＦＢＷＣ２０

２３のレガシー

を活用したスポ

ーツ交流推進事

業 

・琉球コラソンと

のハンドボールク

リニック 中学生

47 名参加 

・バスケットボー

ル男子カーボベル

デ代表とのオンラ

イン交流会 高校

生 35 名参加 

・学校給食を活用

した交流 県内調

理場 82 か所 

・デフバレーボー

ル世界選手権 2024

で来沖したチーム

との交流 小中学

生 609 名 

最終予算額 

6,000 

執行率 

99.7％ 

不用額 

17 

 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ ＦＢＷＣ２０２３のレガシーを活用したスポーツ交流推進事業 
効果： デフバレーボール世界選手権を通じた各国選手と子ども達との交流

等を実施したほか、ハンドボールクリニックや、学校給食を活用した
琉球ゴールデンキングスとの交流、海外トップアスリートの講話を行
った。 

課題： より多くの子ども達に交流の機会を創出できるよう、関係機関と連
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携を強化する必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：デフバレー世界選手権開催支援事業（新規） 
 
事 業 期 間：令和６年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

   デフバレーボール世界選手権 2024 沖縄豊見城大会開催に係る大会実行委員会
に対して支援を行う。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

デフバレ

ー世界選

手権開催

支援事業 

 

10,000 

 

 

 

 

 

 

１ デフバレー世

界選手権開催支

援事業 

 

・大会実行委員会

への参画と、FBWC

2023 開催ノウハウ

を踏まえた助言等

を行う。 

 

 

 

 

 

9,985 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ デフバレー世

界選手権開催支

援事業 

 

・大会実行委員会

へ参画と FBWC2023

開催ノウハウを踏

まえた助言等を行

うとともに、大会

期間中も開催市及

び地元競技団体と

連携し、マスコミ

や来賓対応等を行

った。 

 

 

最終予算額 

10,000 

執行率 

99.9％ 

不用額 

15 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ デフバレー世界選手権開催支援事業 
効果： デフバレーボール世界選手権 2024 沖縄豊見城大会では、実行委員会

への参画と FBWC2023 開催ノウハウを踏まえた助言等を行うとともに、
大会期間中の開催市及び地元競技団体との連携によるマスコミ対応や来
賓対応などを実施することで、延べ 6,200 人以上の観客を動員し、大会
の成功に寄与することが出来た。 

課題： デフバレーボール競技団体との連絡調整には想定より時間を要し、デ
フバレー競技ならではの魅力発信が十分出来なかった。今回の経験を今
後に活かしていきたい。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：観光危機管理体制構築支援事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 24 年度～令和 13 年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 観光振興課 
 
１  事業の目的・内容  

観光地としての安心安全を確保するため関係機関と連携して観光危機管理に関
する先導的な取組を実施し、県内各地に波及、拡大を図る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

観光危機

管理体制

構築支援

事業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28,445 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光危機管理

体制構築支援事

業 

 

・観光危機管理計

画の周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市町村等の観光

危機管理計画策定

支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27,682 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 観光危機管理

体制構築支援事

業 

 

・観光危機の減災

対策、観光客への

情報発信・避難誘

導・安全確保、帰

宅困難者対策に関

する勉強会を開催

した。 

沖縄本島全域（北

部・中部・南部 

５月）、宮古・八

重山圏域（７

月）、久米島（10

月）。 

・市町村観光危機

管理計画の策定及

び見直し、観光関

連団体に対する事

業継続計画（ＢＣ

Ｐ）等の策定及び

見直しに関するワ

ークショップ型勉

強会を開催した。

（令和 7 年１月 21

日～24 日の４日

間） 

☆ 

最終予算額 

28,445 

執行率 

97.3％ 

不用額 

763 
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・災害等危機時に

おける、計画の検

証、関係機関相互

の連携強化等を図

ることを目的に、

観光危機管理の図

上訓練を実施す

る。 

・海外向けの情報

発信文等の翻訳及

び情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

・関係機関相互の

連携強化等を図る

ことを目的に、観

光危機管理図上訓

練について、帰宅

支援対策を実施

し、73 団体 158 名

が参加した。 

・災害時に外国語

で表記すると想定

されるフレーズを

４言語（英語・中

国語（繁体字・簡

体字）・韓国語）

へ翻訳して、周知

を行った。 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴ 観光危機管理体制構築支援事業 
効果： 観光危機管理計画に関する勉強会や市町村向けの策定支援等により、 

令和６年度末計画策定市町村数は 20 市町村となっていることから、着
実に増加している状況である。 

課題： 観光危機管理計画を策定している市町村が 20 市町村と、半分以下と
なっていることから、引き続き、策定に向けた支援を行うとともに、セ
ミナーや図上訓練を実施することで、県全体の観光危機に対する意識啓
発に努める必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：スポーツアイランド沖縄形成に向けた付加価値構築支援事業 

（継続） 
 
事 業 期 間：令和４年度～令和13年度 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

スポーツ関連産業の振興を図るため、スポーツと各種産業の連携による事業
に対して、補助金を交付し、新たなビジネスモデルの創出や付加価値の向上を
促す。 

 
２ 事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

ス ポ ー ツ

ア イ ラ ン

ド 沖 縄 形

成 に 向 け

た 付 加 価

値 構 築 支

援事業 

66,000 １ スポーツアイ

ランド沖縄形成

に向けた付加価

値構築支援事業 

 

・スポーツ関連産

業における新たな

ビジネスモデルへ

の補助 

56,245 １ スポーツアイ

ランド沖縄形成

に向けた付加価

値構築支援事業 

 

・スポーツ関連産

業における新たな

ビジネスモデルへ

の補助７件 

 

 

☆ 

最終予算額 

63,428 

執行率 

88.7％ 

不用額 

7,183 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴ スポーツアイランド沖縄形成に向けた付加価値構築支援事業 
効果： 県内のスポーツ関連事業等における付加価値の向上を図るビジネスモ

デル等に対して支援し、新たな商品やサービスを創出した。 
課題： ものづくり、ＩＣＴや医・科学分野など、スポーツ以外の他の産業や

サービスとスポーツ事業者との連携を深めた提案の増加を促進する。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：令和１６年（２０３４年）第８８回国民スポーツ大会開催準備事業  

（新規）  
 
事 業 期 間：令和６年度～令和 16 年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  スポーツ振興課  
 
１  事業の目的・内容  

令和 16 年第 88 回国民スポーツ大会の沖縄県開催に向けて、準備委員会設立、
競技施設基礎調査等を行う。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

令 和 １ ６

年 （ ２ ０

３ ４ 年 ）

第 ８ ８ 回

国 民 ス ポ

ー ツ 大 会

開 催 準 備

事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19,243 

 

 

 

 

 

 

 

12,830 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,413 

 

 

 

 

 

１  令 和 １ ６ 年

（２０３４年）

第８８回国民ス

ポーツ大会開催

準備事業  

 

 

 

⑴準備委員会設立

等関連事業  

・令和 16 年の沖

縄 県 開 催 に 向 け

て、準備委員会設

立及び競技施設の

基礎調査を行う。  

 

 

 

 

 

 

 

⑵沖縄県ハイパフ

ォーマンスジュニ

ア発掘育成事業  

・令和 16 年の沖

縄 県 開 催 に 向 け

て、小学生時期の

17,784 

 

 

 

 

 

 

 

12,734 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5,050 

 

 

 

 

 

１  令 和 １ ６ 年

（２０３４年）

第８８回国民ス

ポーツ大会開催

準備事業  

 

 

 

⑴準備委員会設立

等関連事業  

・沖縄県準備委員

会 を 設 立 し 、 総

会、常任委員会、

総務企画委員会、

競技運営委員会を

各１回開催した。  

・県内競技施設に

ついて、国民スポ

ーツ大会施設基準

との適合等の基礎

調査を実施した。  

 

⑵沖縄県ハイパフ

ォーマンスジュニ

ア発掘育成事業  

・測定会及び競技

体験会を実施し、

身体能力に基づく

最終予算額  

19,243 

執行率  

92.4％  

不用額  

1,459 

 

 

最終予算額  

12,830 

不用額  

  96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額  

6,413 

不用額  

1,363 
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出場対象者に焦点

を当てたジュニア

ア ス リ ー ト の 発

掘、育成を行う。 

 

 

 

 

 

 

ジュニアアスリー

ト の 発 掘 を 行 っ

た。 

 

 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴   準備委員会設立等関連事業 

効果： 沖縄県準備委員会を設置し、開催基本方針など大会開催に係る各種方

針や基準等を策定した。また、競技会場となり得る県内施設が施設基

準を満たしているか調査を行い、今後の会場地選定に向けた基礎資料

とした。 

課題： 競技会場地の選定や開催に必要な施設の改修等を着実に進めていく必

要がある。 

⑵ 沖縄県ハイパフォーマンスジュニア発掘育成事業 

効果： ジュニアアスリート発掘のための基礎データを得ることができた。 

課題： 今後は発掘したアスリートの育成及び競技団体との連携に向けた仕組
みづくりを行っていく必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：災害時等観光客避難支援事業（新規）  
 
事 業 期 間：令和６年度  
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部  観光振興課  
 
１  事業の目的・内容  

   県有施設における一時待機所設置訓練や、台風災害時に帰宅困難となった観光
客の滞在先（ホテル・県有施設等）確保及び備蓄に係る経費を負担する市町村等
に対して財政支援を行う。  

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円）  

 

重点施策  

事 業 名 

令  和  ６  年  度  

備  考  
計   画  実   績  

当 初

予算額  
事業内容  決算額  事業内容  

災 害 時 等

観 光 客 避

難 支 援 事

業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31,086 

 

 

 

 

 

１  災害時等観光

客避難支援事業  

 

・県有施設（県立

武道館、沖縄空手

会館）の現地調

査、沖縄空手会館

における一時待機

所設置訓練。  

 

 

 

 

 

 

 

・帰宅困難となっ

た観光客の滞在先

の確保及び食料等

の備蓄に係る経費

を負担する市町村

及びホテル等に対

する財政支援  

 

990 

 

 

 

 

 

 

１  災害時等観光

客避難支援事業  

 

・一時待機所の設

置を想定し、県立

武道館及び沖縄空

手会館の現場視察

を行い、施設状況

を確認した。  

・沖縄空手会館で

県有施設一時待機

所設置訓練を実施

し、要員招集、待

機場所設置及び所

在自治体との連携

等を確認した。  

・市町村へ補助事

業説明会を実施

し、主要な市町村

と協議を行ったも

のの、補助要件と

する市町村とホテ

ル等の協定締結に

は至らなかったた

め、不用額が生じ

た。  

 

最終予算額  

31,086 

執行率  

3.2％  

不用額  

30,096 
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３  事業の効果 /課題  
⑴ 災害時等観光客避難支援事業 
効果： 訓練を通じて、一時待機所設置に係る課題を抽出し、市町村の連携

を強化することができた。また、市町村との協議を進める中で、宿泊
確保や備蓄支援の必要性を確認することができ、より効果的な支援の
あり方を検討することができた。 

課題： 自治体との連絡網の体制構築、備蓄品・衛星通信の確保手配、帰宅
困難となった観光客が求める情報提供や外国人観光客への多言語伝達
を構築する必要がある。 
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来 
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成 
  
重点施策事業名：競技力維持・向上対策事業（継続） 
 
事 業 期 間：平成 23 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

競技力を向上させるための事業等への支援や国民スポーツ大会及び九州ブロッ
ク大会への選手派遣等を行い、全国及び国際的に活躍できるトップアスリートを
組織的・計画的に育成する。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

競技力維

持・向上

対策事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

238,675 

 

 

 

 

 

 

 

137,081 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14,035 

 

 

 

 

71,211 

 

 

１ 競技力維持・

向上対策事業 

・(公財)沖縄県ス 

ポーツ協会に対

し、以下の取組に

ついて委託及び補

助を行う。 

 

⑴ 国民スポーツ

大会等派遣事業 

・国民スポーツ大

会及び九州ブロッ

ク大会への選手団

の派遣を行う。 

 

 

 

 

 

 

⑵ 沖縄県民体育

大会事業 

・沖縄県民体育大

会を開催する。 

 

⑶ 競技力向上対

策事業 

・県内競技団体に

235,345 

 

 

 

 

 

 

 

137,081 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13,853 

 

 

 

 

70,967 

 

 

１ 競技力維持・

向上対策事業 

・(公財)沖縄県 

スポーツ協会へ委

託託及び補助を行

い、以下の実績に

つながった。 

 

⑴ 国民スポーツ

大会等派遣事業 

・国民スポーツ大

会及び九州ブロッ

ク大会への選手団

の派遣を行った。

(派遣：361 名冬季

含む。) 

第 44 回九州ブロ

ック 大 会 (派 遣 ：

711 名） 

 

⑵  沖縄県民体育

大会事業 

・43 競技 9,279 名

参加 

 

⑶  競技力向上対

策事業 

・県内競技団体に

最終予算額 

235,345 

執行率 

100.0％ 

 

 

 

 

最終予算額 

137,081 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

13,853 

 

 

 

最終予算額 

70,967 
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6,355 

 

 

 

 

 

4,871 

 

 

 

 

 

 

 

1,792 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,330 

対し強化支援を行

う。 

 

 

⑷ スポーツ少年

団育成事業 

・研修会や交流大

会、養成講習会を

開催する。 

 

⑸  スポーツ医・

科学研究事業 

・サポートプログ

ラムに基づく支援

等を行う。 

 

 

 

⑹  総合型地域ス

ポーツクラブ登

録・認証制度事

業 

・クラブ訪問等に

よりクラブ運営に

関する助言・指導

を実施する。 

・総合型地域スポ

ーツクラブ交流会

を開催する。 

 

 

⑺  スポーツ推進

委員協議会運営

事業 

・スポーツ推進委

員協議会事務局に

関する業務を遂行

するため非常勤職

員 を １ 名 配 置 す

る。 

 

 

 

 

7,165 

 

 

 

 

 

4,527 

 

 

 

 

 

 

 

1,752 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

対し強化支援を行

った。（支援団体

：40 団体） 

 

⑷  スポーツ少年

団育成事業 

・研修会や交流大

会、養成講習会を

開催した。 

 

⑸  スポーツ医・

科学研究事業 

・サポートプログ

ラムに基づく支援

等を行った。（サ

ポートプログラム

３団体） 

 

⑹ 総合型地域ス

ポーツクラブ登

録・認証制度事

業 

・クラブ訪問等に

よりクラブ運営に

関する助言・指導

を実施(30 件)。 

・総合型地域スポ

ーツクラブ交流会

の開催(参加者 12

名)。 

 

⑺ スポーツ推進

委員協議会運営

事業 

・より優先度の高

い事業に予算を流

用し、本事業は課

の職員において対

応した。 

 

 

 

 

 

最終予算額 

7,165 

 

 

 

 

最終予算額 

4,527 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

1,752 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

0 

 
 
３  事業の効果 /課題  
⑴  競技力維持・向上対策事業費 
効果： 沖縄県スポーツ協会等と連携した県民体育大会の開催や競技力向上等 

の取組により、本県のスポーツ振興、青少年の健全育成等に貢献した。 
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課題：  本県の競技力向上などスポーツの振興をより効果的に推進するため、  
沖縄県スポーツ協会や県内競技団体等との連携の強化が必要である。  
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基  本  項  目：新時代沖縄の到来  
  
実  施  項  目：世界から選ばれる持続可能な観光地の形成  
  
重点施策事業名：社会体育活動の推進（継続） 
 
事 業 期 間：平成 10 年度～ 
 
部 課 等 名：文化観光スポーツ部 スポーツ振興課 
 
１  事業の目的・内容  

総合型地域スポーツクラブや各スポーツ関係機関と連携し、県民がスポーツで
きる機会の拡大とスポーツへの関心と意欲を高め、社会体育活動の推進を図る。 

 
２  事業の実績  

                              （単位：千円） 

 

重点施策 

事 業 名 

令 和 ６ 年 度 

備 考 
計  画 実  績 

当 初

予算額 
事業内容 決算額 事業内容 

社 会 体 育

活 動 の 推

進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9,561 

 

 

 

 

 

 

2,217 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5,027 

 

 

 

１  社会体育活動

の推進 

 

 

 

 

 

⑴生涯スポーツ振

興事業費 

・スポーツ推進審

議会の運営。 

 

・生涯スポーツ関

係表彰（文部科学

省生涯スポーツ功

労 者 及 び 優 良 団

体、スポーツ推進

委員功労者表彰、

県生涯スポーツ功

労者及び優良団体

表 彰 、 叙 勲 ・ 褒

章、県スポーツ栄

誉賞、県功労者表

彰など）の実施。 

 

⑵社会体育活動支

援事業費 

・沖縄県スポーツ

・レクリエーショ

7,932 

 

 

 

  

 

 

1,089 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,695 

 

 

 

１  社会体育活動

の推進 

 

 

 

 

 

⑴生涯スポーツ振

興事業費 

・スポーツ推進審

議 会 の 開 催 （ １

回）。 

・文部科学省生涯

スポーツ功労者表

彰、スポーツ推進

委 員 功 労 者 表 彰

（１名）。 

・沖縄県生涯スポ

ー ツ 功 労 者 表 彰

（１団体）。 

・沖縄県スポーツ

栄誉賞（５名）。 

 

 

 

⑵社会体育活動支

援事業費 

・沖縄県スポーツ

・レクリエーショ

最終予算額 

9,303 

執行率 

85.3％ 

不用額 

1,371 

 

最終予算額 

1,959 

不用額 

870 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

5,027 

不用額 

332 
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2,317 

 

 

ン祭の開催。 

 

 

・県立学校体育施

設開放事業の実

施。 

 

 

 

⑶広域スポーツセ

ンター事業費 

・地域住民が身近

な地域でスポーツ

に親しむことがで

きる総合型地域ス

ポーツクラブの創

設、育成及び支援

を行い、総合型地

域スポーツクラブ

に対する助言・指

導を行う。 

・総合型地域スポ

ーツクラブ担当者

会議及び研修会の

実施。 

・総合型地域スポ

ーツクラブ登録・

認証制度を各クラ

ブや市町村に対し

て周知活動を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,148 

 

 

ン祭の開催（種目

31 種目、参加者数

5,556 人）。 

・県立学校体育施

設開放事業の実施

（開放校９校、利

用団体 11 団体・

７種目）。 

 

⑶広域スポーツセ

ンター事業費 

・クラブ訪問等に

よりクラブ運営に

関する助言・指導

を実施（30 件）。 

 

 

 

 

 

 

・総合型地域スポ

ーツクラブ交流会

（参加者９名）。 

・総合型地域スポ

ーツクラブの職員

向けにアシスタン

トマネージャー養

成講習会を実施

（受講者５名）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終予算額 

2,317 

不用額 

169 

 

 
３  事業の効果 /課題  
⑴   生涯スポーツ振興事業費 
効果： スポーツ推進審議会を開催し本県におけるスポーツ振興施策に反映さ 

せるとともに、生涯スポーツ功労者表彰の実施等を通じ本県の生涯スポ 
ーツの促進を図った。 

課題： 生涯スポーツの更なる推進を図るためには、他県の優良事例等の情報 
を収集し、取組の参考としていくことが必要である。 

⑵ 社会体育活動支援事業費 
効果： 沖縄県スポーツ・レクリエーション祭を開催し、誰でも気軽にスポー 

ツに親しむ機会を県民に提供することや、県民にとって身近なスポーツ 
施設である学校体育施設を有効活用することを通じ生涯スポーツを推進 
した。 

課題： 沖縄県スポーツ・レクリエーション祭については、より多くの県民の 
参加に繋がる方法を検討すること、学校体育施設開放事業については、 
開放校及び利用団体数を拡充できるよう、学校及び活動団体の加盟協会 
等との連携の強化が必要である。 
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⑶ 広域スポーツセンター事業費 
効果： 地域住民が、身近な地域でスポーツに親しむことができる総合型地域 

スポーツクラブの創設、育成及び支援を行うことを通じ生涯スポーツの
推進が図られた。 

課題： 総合型地域スポーツクラブの運営については、人材の確保や財政面に 
おいて課題を抱えているクラブがあるため、引き続きクラブ訪問等を行
い助言・指導を推進する。 

 


